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Ⅳ．プロジェクト進行記録 

 
１．研究会 
（1）平成 28 年 9 月 6 日（火） 10:00～12:00 

 【１】「子どもの貧困指標」研究会での報告（藤原武男、末冨芳、足立泰美） 

     テーマ：「子どもの貧困指標 レセプトデータからの貧困指標」 

    ①歯科受診レセプトからの貧困指標 

    ②診療報酬、入院、治療費からの貧困指 

③所得別年齢階級別早産数と所得別年齢階級別分娩数からの貧困指標                              

【２】研究会での話し合い 

①「子どもの貧困指標－研究者からの提案」の第２ステップ―指標群について 

 ②調査の可能性 

③本年度の報告書について 

④PJ の成果を発表するシンポジウムの開催 

参加者：阿部 彩（研究代表者），モヴシュク・オレクサンダー（研究分担者）， 

田宮遊子（研究分担者），足立泰美（研究協力者），卯月由佳（研究協力者），

末冨 芳（研究協力者），金子能宏（研究協力者），藤原武男（研究協力者）， 

渡辺久里子（研究協力者） 

        

 

（2）平成 29 年 2 月 27 日（月） 10:00～15:00 

    「子どもの貧困の実態と指標の構築に関する研究」最終報告会 

   報告：①阿部 彩 「日本における子どもの物質的剥奪指標の構築」 

             －子供の生活実態調査【若者（青少年）調査】を参考に－ 

②藤原武男 「健康・発育面からの子どもの貧困指標の検討」 

③竹沢純子 「OECD Affordable Housing Database OECD Family 

Database の概要」  

④足立泰美 「貧困の連鎖と健康の連鎖 

－全国健康保険協会レセプトデータによる検証」 

参加者：阿部 彩（研究代表者），足立泰美（研究協力者），藤原武男（研究協力者）， 

竹沢純子（研究分担者）  

 

２．「子どもの必需品調査」に関する委託業務 

１． 業務目的 
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現代日本社会における子どもの生活に必要な物品およびサービスについて、一般市民 

母親（二親世帯の母親、母子世帯の母親）と子ども（高校生）の意識を、グループ・イ 

ンタビューを用いて調査するための諸業務を行う。 

２． 業務内容 

１）調査対象者の選定 

・神奈川県川崎市在住者の中から調査対象者の選定を行う。 

＊二親世帯の母親及び二親世帯の高校生は、受託者が一から選定を行う。 

＊母子世帯の母親及び高校生は、委託者がコンタクトをとった当事者団体(母子世 

帯の母親団体や貧困学生の会など)より提供された候補者の中から、受託者が選

定を行う。 

・調査対象者数 

 ①高校生の子どもをもつ母子世帯の母親（8 名） 

  ②高校生の子どもをもつ二親世帯の母親（8 名） 

  ③母子親世帯の高校生（8 名） 

  ④二親世帯の高校生（8 名） 

２）調査の設定 

①１）で選定した調査対象者に連絡を取ってインタビュー実施日の調整を行い、調

査実施日を決定する。なお、母子世帯の母親及び高校生への調査説明・依頼、・日

程調整等については、委託者が行う。 

 ②調査会場を確保する。 

 ③①で決定した日時に対象者へのインタビューを設定し、そのインタビューの録音

を行う。インタビューの内容の決定、進行、モデレーターは委託者側の研究者が

行う。 

 ④インタビュー実施日には、対象者およびモデレーターに昼食・軽食・飲み物を提

供するとともに、対象者に謝金の支払いを行う。 

  ＊モデレーター人数：6 名 

３）調査回数 

  ①高校生の子どもをもつ母子世帯の母親（8 名）･･･8 時間(1 日拘束)×1 回 

  ②高校生の子どもをもつ二親世帯の母親（8 名）･･･8 時間(1 日拘束)×1 回 

  ③母子親世帯の高校生（8 名）･･･4 時間(半日)×1 回 

  ④二親世帯の高校生（8 名）･･･4 時間(半日)×1 回 

３．委託先の条件 

グループ・インタビューの実施の経験があること。 

４．作業スケジュール 

【2017 年 1 月～3 月】調査対象者の選定・インタビュー調査の実施 

【2017 年 3 月】成果物の納入 
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５．納品 

納品等にかかる諸費用は納入者負担とする。 

納入日時については、本学担当者と詳細な日程・時間調整を行うこと。 

  納品に当たっては、提出期限までにセキュリティ管理された CD－R を持参すること 

６．納品場所 

  首都大学東京南大沢キャンパス 都市教養学部人文・社会系 5 号館 255 号室 

７．成果物および提出期限 

１）成果物：CD－R(テープ起こしテキストファイル)  

  ２）提出期限：平成 29 年 3 月 30 日（木） 

 

【調査実施日】 

 ①事例グループ（女子高校生）（グループ：二親世帯の母親） 8 名 

  日時：平成 29年 3月 11 日（土） 10 時 ～ 17 時  

場所：川崎ホール（神奈川県川崎市川崎区東田町 9-6 加瀬ビル 101（7 階）） 

モデレーター： 阿部、野田、山田 

アシスタント： 進藤、東（院生） 

 

 ②事例グループ（女子高校生）（グループ：母子世帯の母親） 8 名 

  日時：平成 29年 3月 12 日（日） 10 時 ～ 17 時  

場所：日本橋（NRC 本社）東京都日本橋本町 2-7 NOF 日本橋本町ビル１階 

モデレーター： 山田、田宮 

アシスタント： 福山、松村（院生） 

 

 ③事例グループ（女子高校生）（グループ：母子世帯の女子高校生） 8名 

  日時：平成 29年 3月１9日（日） 9 時 30 分 ～ 13 時 30 分 

場所：日本橋（NRC 本社）東京都日本橋本町 2-7 NOF 日本橋本町ビル１階 

モデレーター： 岩永、田宮、阿部 

アシスタント： 中島、谷川（院生） 

 

 ④事例グループ（女子高校生）（グループ：二親世帯の女子高校生） 8名 

  日時：平成 29年 3月１9日（日） 14 時 30 分 ～ 18 時 30 分  

場所：日本橋（NRC 本社）東京都日本橋本町 2-7 NOF 日本橋本町ビル１階 

モデレーター： 岩永、田宮、阿部 

アシスタント： 中島、谷川（院生） 
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